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 要 旨   

Structured abstractで記載する 

目的：アルコール使用障害の危険因子はいくつか特定されているが、これらの因子を多く持って

いても、発症には至るとは限らない。リスクを持つ人と健康対照群との、発症前の 

ちがいを明らかにすることで、より高いリスクを持つ人々を特定できる。血中アルコール濃度が

80mg%以上と定義される大量飲酒は、法的にも健康的にも悪い結果をもたらすリスクがあり、発症

の初期マーカーとなる可能性がある。著者らは厳密にコントロールされた研究セッティングで、

アルコール依存症の家族歴、性差（男性）、衝動性、アルコールに対する反応の低さなどのアルコ

ール使用障害の危険因子が、個々のアルコール消費セッションにおける大量飲酒レベルの割合を

予測するという仮説を検証した。 

方法：この横断研究では若年の非依存症飲酒者 159名を対象に、アルコールを静脈内に自己投与

する実験セッションを行った。Cox 比例ハザードモデルを用いて、上記の危険因子が大量飲酒

（80mg%以上）レベルの自己投与と関連するかどうかを調べた。 

結果：アルコール依存症の親族の割合が多いこと（ハザード比：1.04、95％CI：1.02～1.07）、男

性であること（ハザード比：1.74、95％CI：1.03～2.93）、衝動性の高さ（ハザード比：1.17、95％

CI：1.00～1.37）は、セッションを通して大量飲酒レベルの自己投与を行う率の高さと関連して

いた。3 つの危険因子をすべて持つ参加者は、最も危険度の低いグループと比較して、セッショ

ンを通して大量飲酒レベルの自己投与を行う割合が最も高かった（ハザード比：5.27、95％CI：

1.81-15.30）。 

結論：大量飲酒は、アルコール使用障害発症の早期指標となる可能性があり、臨床評価の一環と

して適切に評価すべきである。 

 


